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１．はじめに  

 本工事は新橋・虎ノ門地区の交通結節機能強化の施策として

東京メトロ日比谷線霞ケ関駅～神谷町駅間に虎ノ門ヒルズ駅を

設置する工事である．すでに供用を開始している地下 1 階の下

にコンコース階を設けるため，既設の地下鉄躯体を受け桁と仮

設支持杭で仮受けした状態で既設躯体の側壁撤去・新設躯体の

増築を行う．その過程で，営業線が走る床版の束（つか）柱を

飲み込んで中床版・縦梁を増打ちし，束柱・受桁の仮受け構

造を，縦梁・鋼真柱の本設構造へと変更する（図－1）．新設

する中床版は，閉塞空間にコンクリートを逆巻き打設することから，充塡不良や既設スラブの浮上りによる

営業線への支障が懸念された．そこで自己充塡性ランク 1 の高流動コンクリートを採用し，各種のモニタリ

ングを行いながら施工を行った．本稿ではその施工実績について報告する． 

２．施工実績  

（1）コンクリートの仕様・配合 

新設の中床版の打設範囲は，延長 66.5m，幅 8.8m，高さ

0.5m（梁部は 1.7m）の範囲である（図－2）．本工事では配管

ダクトの切回しなどが必要なため，3 つに分けて打設した．

コンクリートの 1 日の最大施工量は，3 ブロックの 214m3で

ある．配管の最大水平換算距離は 130m で，地上部に最大吐

出圧 8.5MPa のポンプ車を設置し，70m までは中圧配管(M)

を使用した．当該部位には，既設構造と一体化するためのア

ンカー筋や梁鉄筋，中床版の鉄筋などがあり，縦梁主筋の

機械式継ぎ手間の最小あきが約 30mm となる部分もあるた

め，自己充塡性ランク１の高流動コンクリートを用いること

にした．ここで，「高流動コンクリートの配合設計・施工指

針」1)では，自己充塡性ランク 1 が規定されているのは粉体

系あるいは併用系である．本工事では，レディーミクストコンクリート工場での材料調達条件を踏まえた上

で，自己充塡性とともに温度ひび割れや自己収縮ひび割れの抑制を考慮した自己充塡性ランク 1 の高流動コ

ンクリートの配合を選定した（表－1）。具体的には，セメントに中庸熱ポルトランドセメントを用い，単位

粉体量を 551kg/m3とした上で，増粘剤一液型高性能 AE 減水剤を添加したものとした． 

（2）モックアップ実験 

実施工に先立ち，モックアップ実験を実施した．試験体は幅 6.0m，長さ 4.0m，厚さ 0.5m で，実構造物に

即した鉄筋を配置した（図－3）．下部から圧入する打設とし，充塡性だけでなく材料分離抵抗性の観点から

高流動コンクリートの流動距離の限界を確認した．得られた知見を以下に示す． 

表－1 高流動コンクリートの配合 

目標
SF(mm) 

Gmax 
(mm) 

Air 
(%) 

W/C 
(%) 

s/a 
(%) 

Gvol 
(ℓ/m3) 

単位量(kg/m3) 

W C S G SPV 

650 
～730 

20 4.5 30.9 52.8 290 170 551 843 781 
C 

×1.4% 

W:上水道  C:中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ,密度:3.21 g/cm3  

S:山砂：石灰砕砂：砕砂=6:2:2,表乾密度:2.60 g/cm3  

G:石灰砕石 2005,表乾密度:2.69g/cm3,実積率:62.0%  

SPV: 増粘剤一液型高性能 AE 減水剤 
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図－2 打設箇所・配管ルート図 

図－1 高流動コンクリートの打設箇所 
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①圧入口から 4.0m までは，同心円状に広がり骨材の分離はなかった 

②スランプフローが 750mm では，圧入口から 4.5m 地点で骨材が沈み 

材料分離の傾向がみられた 

③下部からの圧入で，上部（天端）との一体性が確保された 

④圧入口での注入圧は，ほぼゼロであった（コンクリートの自重のみ） 

（3）実施工 

モックアップ実験の結果を踏まえ，実施工では，スランプフローの上 

限を 730mm となるように管理した．圧入口の設置間隔は，梁部では 4.0

ｍ，スラブ部では 3.6ｍとし，中床版上部にはライン型充塡センサ 2)を縦

断方向に 3 ライン設置した．また塩ビ管（φ13mm）を 33 か所（3 ライン

×11 点=33 か所）鉛直下向きに設置し，エア抜きと充塡確認に使用した

（図－４）．1 ブロック当たり上り線・下り線の 2 系統で，各々17m3/h の

速度でコンクリートを圧送し，勾配の低いほうから打設した．1 ブロッ

クでは配管を延長しながら，3 ブロックでは配管を切り外しながら，施

工した（図－2，写真－1）． 

増粘剤一液型高性能 AE 減水剤の調整により，1 ブロックでのフロー

値は平均 690mm(最大 730mm)，3 ブロックでは平均 690mm(最大 725mm)

で管理することにより（表－2），材料分離をさせることなく，また，未

充塡なく施工することができた（写真－1）．本工事では，コンクリート

が片側から順次充塡されていく状況をライン型充塡センサと塩ビ管によ

って確認したが，特にライン型充塡センサはコンクリートが吹上げによ

り既設スラブにタッチするとセンサが反応し，流動によりコンクリート

面が下がると反応しなくなり，不可視部でのコンクリートの状況を正確

に把握することができた（写真－3）．また，打設中の軌道の変位はなか

った．  

３．まとめ  

本稿では，営業線下部における中床版の増打ちに高流動コンクリート

を用いた逆巻きでの施工実績について報告した．ライン型充塡センサお

よび塩ビ管による充塡確認を行うことで閉塞空間を未充塡なく施工する

ことができた．また，単位粉体量を 551kg/m3とし，増粘剤一液型高性能

AE 減水剤を使用した高流動コンクリートでも自己充塡性ランク 1 に相

当する配合はできるものの，スランプフローを 750mm 程度まで大きく

すると，材料分離抵抗性が劣ることを確認した．自己充塡性ランク１の

標準であるスランプフロー700mm±50mm の管理ではなく，配合や性状に

応じた適切なスランプフロー値を設定し，管理することで，より均質な

躯体を構築できるものと考える．既設構造物の改良やリニューアル工事

が盛んになり，高流動コンクリートを用いた逆巻き打設が今後も増えて

くると思われる．本事例が今後の工事の参考となれば幸いである． 
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表－2 スランプフロー試験の結果 
 1BL(N=8) 3BL(N=7) 

平均値(mm) 690 690 
最大値(mm) 730 725 
最小値(mm) 685 650 

写真－1 配管状況 

 
3BL 

(切外し) 

 
1BL 

(延長) 

圧送方向 

写真－2 脱型後の状況 

写真－3 ライン型充塡セン

サのモニタリング画面 

 

図－3 モックアップ試験体図 

図－4 充塡センサおよび塩ビ

管配置図 
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